
別紙様式５号（第７の３及び第８の３関係）

１　産地基幹施設等支援タイプ
　Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メ
ニュー

①
　 事業内容 事業費

備
考

（円）

交付金 都道府県費 市町村費 その他

国東市・
杵築市

大分県農業
協同組合

野菜
（こね
ぎ）

129

現行の
出荷規
格数を
5%以上
の削減

出荷規格

10規格

出荷規格

10規格

出荷規格

10規格

出荷規格

10規格

出荷規格

7規格
0.0%

正規規格外
の取扱いを
除外した
が、LMS良品
の取扱いに
ついては、
市場との調
整中。

野菜(こ
ねぎ)

136

単位面
積当た
りの販
売額を
3%以上
増加

単位面積当たり販
売額2,331,655円

/10a

販売額
437,810,213円

面積187,768㎡

単位面積当たり販
売額2,227,346円

/10a

販売額
508,636,658円

面積228,360㎡

単位面積当たり販
売額2,016,184円

/10a

販売額
479,627,924円

面積237,889㎡

単位面積当たり販
売額

2,556,811円/10a

販売額
522,637,903円
（補正係数＝

0.952）

面積
204,410㎡

単位面積当たり販
売額2,643,200円

/10a

販売額
689,499,866円

面積260,858㎡

72.2%

播種計
画の徹
底、病
害虫対
策や土
壌改

良、意
欲的な
生産者
の増加
はした
が、台
風及び
高温の
影響で
夏期の
生産拡
大が伸
び悩

み、未
達成と
なっ
た。

集出荷貯
蔵施設
949㎡

含むパッ
ケージ室
336㎡

予冷施設
246㎡

計量結束
機3台

225,869,923 102,668,000 25,667,000 25,668,000 71,866,923 R3.3.31

播種計画の作成、実践に
より、品質の向上は図ら
れており、販売額は順調
に伸びている。規格外の
出荷扱いの停止を行い、
今後LMSサイズの良品（低
品質）の扱いも段階的に

縮小していく。

出荷規格削減の目標達成
に向け、出荷先に対する
働きかけや生産部会に対
する説明を進めてきた

が、高温や台風等の影響
による不測の事態によ

り、結果的に下位等級の
出荷量が増加した。ま

た、特定の実需者からの
下位等級品の要望もあっ
たことから、目標とする
規格の削減が実現できな
かった。現在、県は出荷
規格削減に向け卸売市場
等の実需者との協議や生
産者に対する説明に努め
るよう働きかけている。
当該産地は、新規就農者
が急激に増加している地
域であることから、JA・
行政による指導班チーム
を形成し、単収向上・単
価向上による経営安定に
取り組んでいる。令和4年
度は単価の高い夏季の生
産拡大を計画していた

が、6月後半からの高温や
台風14号の影響により8～
10月期の生産拡大が進ま
ず、また、出荷量減少の
補完のための出荷前進化
を図ったこともあり、単
収が伸び悩んだ。現在、
県はこねぎを短期集中県
域支援品目に選定し、遮
光資材や灌水資材などの
高温対策を講じるなど新
規就農者を主体とした経
営安定など計画達成に向

豊後大野市
株式会社成

美

野菜
（さと
いも

にんに
く

にんじ
ん

ごぼう
たまね
ぎ）
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当該品
目の全
出荷量
に占め
る契約
取引の
割合を
５ポイ
ント以
上増加

5品目
全出荷量
133,870㎏

契約取引数量
83,346㎏

契約取引割合
62.3％

【算出根拠】
さといも

出荷量7,494㎏
うち契約取引

0㎏(0%)

にんにく
出荷量2,565㎏
うち契約取引

0㎏(0%)

にんじん
出荷量83,346㎏
うち契約取引

83,346㎏(100%)

ごぼう
出荷量24,175㎏
うち契約取引

0㎏(0%)

たまねぎ
出荷量16,290㎏
うち契約取引

0㎏(0%)

※さといも、にん
じんについては、
R1の出荷が終了し
ていないため、
H30年産実績

5品目
全出荷量
80,326㎏

契約取引数量
16,686㎏

契約取引割合
20.8％

【算出根拠】
さといも

出荷量3,740㎏
うち契約取引
3,740㎏(100%)

にんにく
出荷量1,655㎏
うち契約取引

0㎏(0%)

にんじん
出荷量12,946㎏
うち契約取引

12,946㎏(100%)

ごぼう
出荷量28,705㎏
うち契約取引

0㎏(0%)

たまねぎ
出荷量33,280㎏
うち契約取引

0㎏(0%)

5品目
全出荷量
67,140㎏

契約取引数量
40,255㎏

契約取引割合
60.0％

【算出根拠】
さといも

出荷量5,480㎏
うち契約取引
5,480㎏(100%)

にんにく
出荷量5,600㎏
うち契約取引
1,800㎏(32%)

にんじん
出荷量26,205㎏
うち契約取引

26,205㎏(100%)

ごぼう
出荷量24,395㎏
うち契約取引
3,920㎏(16%)

たまねぎ
出荷量5,460㎏
うち契約取引
2,850㎏(52%)

5品目
全出荷量
78,811㎏

契約取引数量
70,571㎏

契約取引割合
89.5％

【算出根拠】
さといも

出荷量34,926㎏
うち契約取引

34,926㎏(100%)

にんにく
出荷量4,000㎏
うち契約取引
4,000㎏(100%)

にんじん
出荷量32,200㎏
うち契約取引
24,200㎏(75%)

ごぼう
出荷量-㎏

うち契約取引
-㎏(-%)

たまねぎ
出荷量7,685㎏
うち契約取引
7,445㎏(96%)

5品目
全出荷量
206,359㎏

契約取引数量
186,529㎏

契約取引割合
90.4％

【算出根拠】
さといも

出荷量74,950㎏
うち契約取引
70,000㎏(93%)

にんにく
出荷量6,596㎏
うち契約取引
4,031㎏(61%)

にんじん
出荷量61,608㎏
うち契約取引

61,608㎏(100%)

ごぼう
出荷量42,315㎏
うち契約取引
30,000㎏(71%)

たまねぎ
出荷量20,890㎏
うち契約取引

20,890㎏(100%)

96.8%

当該品目の
全出荷量に
占める契約
取引の割合
が27.2ﾎﾟｲﾝﾄ
増加した。

野菜
(さとい

も
にんに

く
にんじ

ん
ごぼう
たまね
ぎ)
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当該品
目の全
出荷量
に占め
る加工
向け又
は外
食・中
食向け
の割合
を５ポ
イント
以上増
加。

5品目
全出荷量
133,870㎏

加工向け又は外
食･中食向け(以
下､｢加工等向け｣
という｡)出荷数量

104,059㎏
加工等向け割合

77.7％

【算出根拠】
さといも

出荷量7,494㎏
うち加工等向け
7,304㎏(97%)

にんにく
出荷量2,565㎏
うち加工等向け
1,669㎏(65%)

にんじん
出荷量83,346㎏
うち加工等向け
83,346㎏(100%)

ごぼう
出荷量24,175㎏
うち加工等向け
6,620㎏(27%)

たまねぎ
出荷量16,290㎏
うち加工等向け
5,120㎏(31%)

※さといも、にん
じんについては、
R1の出荷が終了し
ていないため、
H30年産実績

5品目
全出荷量
80,326㎏

加工向け又は外
食･中食向け(以
下､｢加工等向け｣
という｡)出荷数量

28,289㎏
加工等向け割合

35.2％

【算出根拠】
さといも

出荷量3,740㎏
うち加工等向け
3,740㎏(100%)

にんにく
出荷量1,655㎏
うち加工等向け
1,063㎏(64%)

にんじん
出荷量12,946㎏
うち加工等向け
12,946㎏(100%)

ごぼう
出荷量28,705㎏
うち加工等向け
2,370㎏(8%)

たまねぎ
出荷量33,280㎏
うち加工等向け
8,170㎏(25%)

5品目
全出荷量
67,140㎏

加工向け又は外
食･中食向け(以
下､｢加工等向け｣
という｡)出荷数量

45,075㎏
加工等向け割合

67.1％

【算出根拠】
さといも

出荷量5,480㎏
うち加工等向け
5,480㎏(100%)

にんにく
出荷量5,600㎏
うち加工等向け
2,800㎏(50%)

にんじん
出荷量26,205㎏
うち加工等向け
26,205㎏(100%)

ごぼう
出荷量24,395㎏
うち加工等向け
　7,740㎏(32%)

たまねぎ
出荷量5,460㎏
うち加工等向け
2,850㎏(52%)

5品目
全出荷量
78,811㎏

加工向け又は外
食･中食向け(以
下､｢加工等向け｣
という｡)出荷数量

70,571㎏
加工等向け割合

89.5％

【算出根拠】
さといも

出荷量34,926㎏
うち加工等向け
34,926㎏(100%)

にんにく
出荷量4,000㎏
うち加工等向け
4,000㎏(100%)

にんじん
出荷量32,200㎏
うち加工等向け
24,200㎏(75%)

ごぼう
出荷量-㎏

うち加工等向け
　-㎏(-%)

たまねぎ
出荷量7,685㎏
うち加工等向け
7,445㎏(96%)

5品目
全出荷量
206,359㎏

加工向け又は外
食･中食向け(以
下､｢加工等向け｣
という｡)出荷数量

194,149㎏
加工等向け割合

94.1％

【算出根拠】
さといも

出荷量74,950㎏
うち加工等向け
70,000㎏(93%)

にんにく
出荷量6,596㎏
うち加工等向け
5,031㎏(76%)

にんじん
出荷量61,608㎏
うち加工等向け
61,608kg(100%)

ごぼう
出荷量42,315㎏
うち加工等向け
36,620㎏(87%)

たまねぎ
出荷量20,890㎏
うち加工等向け
20,890㎏(100%)

71.9%

当該品
目の全
出荷量
に占め
る加工
向け又
は外

食・中
食向け
の割合
が11.8
ﾎﾟｲﾝﾄ増
加し
た。

建屋(528
㎡)､冷凍
室､冷蔵
室､蒸気
釜(1台)､
ベルト式
真空包装
機(1台)､
レトルト
殺菌装置
(1台)等

255,200,000 108,006,000 0 0 147,194,000 R3.3.5

ほとんどの品目で契約取
引の割合と加工向け又は
外食・中食向け割合は増
加したが、目標には届か
なかった。玉ねぎについ
ては、天候の影響で生産
量が伸び悩んだ。にんじ
んについては、加工用の
ニーズが伸び悩み、契

約・加工向け割合が伸び
悩んだ。生産者と協議を
行う中で、契約出荷量の
増加を依頼し計画出荷に
よる農家経営の安定を図

る。

目標達成に向けて、生産
者との協議を行い、年々
契約取引の割合と加工向
け又は外食・中食向けの
割合を増加させたことは
評価できる。しかし、当
初は想定できなかったコ
ロナの長期化により、加
工・業務用の需要が減少
したことや需要の大幅な
変化により目標が達成で
きなかった。今後は、全
作物の生産量及び集荷量
アップに努めるととも

に、これらを原料とした
新商品の開発や新たな食
品企業等への販路開拓を
図ることが必要がある。

総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の１の（２）のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の２の（２）のアの（ア）のただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

（都道府県名：大分県　令和４年度）

市町村名
事業実施主

体名
類
別

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標の
具体的な実
績①

類
別

成果目
標の具
体的な
内容②

成果目
標の具
体的な
実績②

負担区分（円）

完了年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

目標値（R4年）
達成率

（工種、
施設区
分、構
造、規

格、能力
等）

計画時（H30年） １年後（R2年） ２年後（R3年） ３年後（R4年） 目標値（R4年）

事業実施後の状況②

都道府県平均達成率 60.2%
本県において、本年度の事業評価の対象となったのは2地区であり、2地区とも成果目標を達成しなかった。
未達成理由としては、高温、台風といった天候不順により、下位等級の出荷量の増加や高単価時期の単収が減少し、出荷規格数の減少や単位面積あたりの販売額増加の目標が未達成となった。また、コロナの長期化により、加工用野菜のニーズが減少したことにより、加工向け出荷割合が未達成となった。
なお、成果目標が未達成の実施主体については、今後、改善計画の策定及びその実践を指導するなど、高温対策による経営の安定化や新規需要の掘り起こしへの働きかけ等を行い、地元市町村と連携して目標達成に向けた取組を推進する。

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時（H30年） １年後（R2年） ２年後（R3年） ３年後（R4年）
（対象
作物・
畜種等
名）①


